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二
十
歳
の
声

新
成
人
代
表
　
大
草
祥
史
さ
ん

今
、
自
分
の
夢
の
実
現
を
目
指
し
勉

強
し
て
い
る
人
、
既
に
社
会
人
と
し
て

働
い
て
い
る
人
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

自
分
で
選
ん
だ
道
を
、
懸
命
に
歩
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
毎
日
が
と
て
も
充

実
し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
中
に
は
、

自
分
の
思
い
通
り
に
事
が
進
ま
ず
、
悩

ん
で
い
る
人
な
ど
そ
の
道
の
り
は
様
々

だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
今
、
長
門
市
を
離
れ
、
山
口
市
の

大
学
に
通
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
や
ア
ル

バ
イ
ト
と
、
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
大
学

で
出
会
っ
た
仲
間
と
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
大
学

生
活
を
送
れ
る
こ
と
も
、
そ
し
て
、
今
こ

こ
に
立
ち
挨
拶
す
る
こ
と
も
、
も
し
か

し
た
ら
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
一
昨
年
、
大
学
入
試
を
終
え
て

す
ぐ
急
性
骨
髄
性
白
血
病
と
診
断
さ
れ
、

入
院
治
療
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

病
名
を
聞
い
た
時
、
私
は
「
こ
の
ま
ま
助

か
ら
な
い
の
か
な
」
と
思
い
、
涙
が
止
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
治
療
は
と
て
も
辛

く
、
苦
し
い
も
の
で
し
た
が
、「
早
く
元

気
に
な
っ
て
友
達
に
会
い
た
い
、
大
学

に
復
学
し
勉
強
し
た
い
」
と
い
う
強
い
意

思
で
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
治
療
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
無
事
退

院
で
き
、
一
年
間
休
学
の
後
、
昨
年
の
４

月
か
ら
大
学
生
活
を
始
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

今
こ
う
し
て
い
ら
れ
る
の
は
、
自
分

の
「
生
き
た
い
」
と
い
う
強
い
意
志
だ
け

で
な
く
、
両
親
を
は
じ
め
と
す
る
家
族
、

友
人
、
病
院
の
先
生
そ
の
他
多
く
の

人
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
だ

か
ら
私
は
、
た
と
え
こ
の
先
ど
ん
な
に

辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
強
く

生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
入
院
す
る
ま
で
、
二
十
歳
に
な

る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
生
と
い
う
も

の
は
、
い
つ
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
も
の
で
す
。
入
院
と
い
う
経
験
に
よ

り
、
今
ま
で
見
落
と
し
て
き
た
も
の
や
、

大
切
な
事
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
然
な
こ
と
な
ど
決
し
て
な
い
。

だ
か
ら
、
私
は
日
々
の
出
会
い
、
出
来

事
に
感
謝
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
た
今
思
う
こ
と
、
そ

れ
は
、
日
々
目
標
を
持
ち
、
一
つ
ひ
と
つ

の
経
験
を
大
切
に
し
、
そ
し
て
人
と
の

出
会
い
に
感
謝
し
な
が
ら
、
今
が
あ
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
え
る
、
そ
ん
な
自
分

で
あ
り
続
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

深川湯本・渋木・真木・俵山地区

１
月
３
日
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
平

成
21
年
成
人
式
が
行
わ
れ
、
新
成
人
380

人
（
対
象
者
501
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
松
林
市
長
が
「
成
人
式

は
大
人
に
成
長
し
て
い
く
過
程
の
通
過

点
で
す
。
立
派
な
社
会
人
と
し
て
、
常

に
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
き
方
を
し
っ
か
り
と
考
え
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
新
成
人
を

代
表
し
て
中
原
美
可
子
さ
ん
（
大
羽
山
）

が
記
念
品
を
受
け
取
り
「
大
人
と
し
て

の
常
識
と
教
養
を
身
に
つ
け
、
こ
れ
か

ら
待
っ
て
い
る
厳
し
い
道
を
精
一
杯
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。「
二
十
歳

は

た

ち

の
声
」
と
し

て
大
草
祥
史

よ
し
ふ
み

さ
ん
（
豊
原
）
が
新
成
人
と

し
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
「
翔
門

し
ょ
う
も
ん

」
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
そ
の
後
地
区
別
の
記
念
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

油 谷 地 区



平
成
20
年
分

年
金
受
給
者
確
定
申
告

確
定
申
告
期
間
（
２
／
18
〜
３
／

17
）
前
に
、
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
税
額
の
あ
る
年
金
所
得
者
の
還
付

申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
　
公
的
年
金
の
受
給
者
の
う

ち
、
農
業
・
漁
業
・
営
業
等
の
事
業

所
得
や
不
動
産
等
の
な
い
人
で
、

市
・
県
民
税
申
告
の
案
内
が
届
い

た
人
、
ま
た
は
税
務
署
か
ら
確
定

申
告
書
が
届
い
た
人

■
指
定
日
等

１
月
20
日
頃
、
地
区
別
に
日
時
・

会
場
を
指
定
し
て
個
人
に
通
知
し

ま
す
（
左
表
参
照
）

■
持
参
す
る
物
　

・
印
鑑
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票

・
給
与
収
入
の
あ
る
人
は
給
与
の
源

泉
徴
収
票

・
国
保
料
・
介
護
保
険
料
、
生
命
保

険
・
地
震
保
険
料
等
の
支
払
額
が

わ
か
る
も
の

・
還
付
の
場
合
、
ご
自
分
の
口
座
番

号
が
わ
か
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
課
市
民
税
係TEL

23
‐
１
１
２
４

・
長
門
税
務
署

TEL
22
‐
２
４
４
１

は
た
ち
の献

血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市
で
は
「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。ま

た
当
日
は
、
長
門
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
「
骨
髄
ド
ナ
ー
集
団

登
録
会
」
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
開
催
日

１
／
25
（日）

■
受
付
時
間

10：

00
〜
12：

00

13：

15
〜
16：

00

■
場
所

ウ
ェ
ー
ブ
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

■
内
容

・
400
ml
、
200
ml
の
献
血

・
献
血
者
へ
花
鉢
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
平
成
20
年
度
献
血
推
進
ポ
ス
タ
ー

作
品
展（
長
門
管
内
応
募
作
品
他
）

・
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

・
ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン
の
配
布

■
そ
の
他

献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
手

帳
を
持
参
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

TEL
23
‐
１
２
４
５

就
学
指
定
校変更

の
申
し
立
て

市
教
育
委
員
会
で
は
、
お
住
ま
い

の
住
所
に
よ
り
、
入
学
す
る
小
・
中

学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
が
、「
家

庭
の
事
情
」「
登
下
校
の
安
全
」「
教

育
的
配
慮
」「
部
活
動
」
等
の
理
由

に
よ
り
就
学
校
の
変
更
に
つ
い
て
申

し
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

就
学
校
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
次
の
期
間
内
に
申
し
立
て
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
来
年
度
の
入
学
事
務
の
関

係
上
、
申
し
立
て
期
限
を
設
け
て
い

ま
す
が
、
期
限
を
過
ぎ
た
後
に
変
更

を
申
し
立
て
た
い
理
由
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
そ
の
時
点
で
学
事
係
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

１
／
19
（月）
〜
30
（金）

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
事
係

TEL
23
‐
１
２
６
３

第
15
回
長
門
市
美
術
展

市
川
笑
三
郎トー

ク
シ
ョ
ー

２
月
８
日
に
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で

行
わ
れ
る
「
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」
に
、

歌
舞
伎
役
者
の
市
川
笑
三
郎
さ
ん
を

ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
て
、
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
川
笑
三
郎
さ
ん
は
、
昨
年
11
月

に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
山
口
県
総
合

芸
術
文
化
祭
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
創
作
舞
台
に
お
い
て
公
演
さ
れ
た

「
長
門
鯨
回
向
外
伝
」
の
脚
本
・
演
出

を
し
て
い
た
だ
い
た
方
で
、
現
在
、

市
川
猿
之
助
門
下
で
名
題
に
昇
進
さ

れ
、
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
歌
舞
伎

俳
優
で
す
。

市
川
笑
三
郎
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い

ト
ー
ク
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
日
時

２
／
８
（日）

12：

00
〜

■
場
所

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
劇
場

■
入
場
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ
　

企
画
政
策
課
市
民
活
動
推
進
室

TEL
23
‐
１
１
１
５

住
民
登
録
は
正
し
く
行
わ

れ
て
い
ま
す
か
？

住
民
登
録
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、
住
所
、
世
帯
主
と
の
続
柄
な

ど
が
記
録
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
、
児
童
手
当
な
ど
各
種
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま

こ
の
展
覧
会
で
は
、
長
門
市
民
か

ら
美
術
作
品
を
募
集
し
、
そ
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
表
彰
式
で
は
審
査
委
員
に

よ
る
受
賞
作
品
の
講
評
も
あ
り
、
受

賞
者
以
外
の
方
も
聴
講
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
式

１
／
22
（木）

14：

00
〜

■
会
期

１
／
23
（金）
〜
２
／
１
（日）

10：

00
〜
17：

00

※
１
／
26
（月）
は
休
館

■
会
場

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ
　

企
画
政
策
課
市
民
活
動
推
進
室

TEL
23
‐
１
１
１
５

保
険
料
の
納
付
方
法
が

選
択
可
能
に

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
料
（
特
別

徴
収
者
）
の
納
付
は
原
則
、
年
金
か

ら
引
き
去
る
「
特
別
徴
収
」
で
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、
市
に
申
し
出
る
こ

と
に
よ
り
、
４
月
分
以
降
の
年
金
引

き
去
り
を
中
止
し
、
口
座
振
替
へ
の

切
り
替
え
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
切
り
替
え
が
可
能
で
し
た
が
、

こ
の
た
び
要
件
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。

切
り
替
え
の
申
し
出
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
が
、
４
月
分
か
ら
切
り
替

え
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
１
／
30
（金）

ま
で
に
申
し
出
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
納
付
方
法
を
、
口
座
振
替
へ
変
更

し
た
場
合
、
そ
の
社
会
保
険
料
控

除
は
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た

人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
・
住
民

消
費
生
活
契
約
ト
ラ
ブ
ル
110
番

無
料
相
談
会

市
で
は
、
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る

被
害
が
増
加
し
て
い
る
高
齢
者
な
ど

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
弁
護

士
や
警
察
官
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
と
合
同
で
消
費
生
活
契
約
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

す
。行

政
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
引
っ
越

し
な
ど
に
よ
り
住
所
を
移
し
、
現
住

所
で
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人

は
、
速
や
か
に
住
所
変
更
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

市
民
課
窓
口
係

TEL
23
‐
１
１
２
８

■
日
時

２
／
10
（火）10：

00
〜
16：

00

■
場
所

長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

■
相
談
内
容

悪
質
商
法
な
ど
の
消

費
者
契
約
ト
ラ
ブ
ル
お
よ
び
多
重

債
務
に
関
す
る
も
の

■
相
談
方
法
　
面
接
お
よ
び
電
話

■
相
談
員
　
弁
護
士
、
警
察
官
、
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
、
市

職
員

面
接
相
談
（
要
予
約
）

■
定
員
　
10
人

■
予
約
方
法

市
民
活
動
推
進
室
に

電
話
で
申
し
込
む

■
予
約
受
付
期
間

１
／
15
（木）
〜
２
／
９
（月）

（
土
日
祝
を
除
く
）

電
話
相
談
（
事
前
予
約
不
要
）

■
相
談
電
話
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

TEL
０
８
０
‐
６
３
３
５
‐
９
９
８
３

TEL
０
８
０
‐
６
３
３
５
‐
９
９
８
５

※
相
談
日
の
み
開
設

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
市
民
活
動
推
進
室

TEL
23
‐
１
１
１
５

税
が
下
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
申
出
受
付

本
庁
市
民
課
国
保
年
金
医
療
係
、

各
支
所
総
合
窓
口
課
地
域
窓
口

係
、
各
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年
金
医
療
係

TEL
23
‐
１
１
２
９

TEL
23
‐
１
１
３
０

中
小
・
小
規
模
企
業
の

皆
さ
ん
へ

国
は
、
10
月
31
日
よ
り
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
・
貸
付
の
緊
急
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
小
・
小
規
模
企
業
の
方
々
が
資

金
繰
り
に
不
安
が
な
い
よ
う
に
、
30

兆
円
規
模
の
保
証
・
融
資
枠
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
制
度
は
従
来
か
ら
あ
る
制
度

で
す
が
、
今
回
、
保
証
に
つ
い
て
は
、

要
件
の
緩
和
・
対
象
業
種
の
拡
大
等

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
・
ご
相
談
は
、
市
商
工
観
光
課
商

工
係
、
ま
た
は
長
門
商
工
会
議
所
・

な
が
と
大
津
商
工
会
、
お
取
引
先
の

金
融
機
関
へ
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　商

工
観
光
課
商
工
係

TEL
23
‐
１
１
３
６



児
童
養
護
施
設

「
俵
山
湯
の
家
」
職
員
募
集

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

児
童
養
護
施
設
「
俵
山
湯
の
家
」
の

職
員
（
児
童
指
導
員
・
保
育
士
・
臨

時
保
育
士
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
勤
務
地
　
児
童
養
護
施
設
「
俵
山

湯
の
家
」（
俵
山
湯
町
）

■
勤
務
条
件
　
夜
勤
あ
り
（
月
５
〜

６
日
程
度
）

■
応
募
時
提
出
書
類

履
歴
書
（
写

真
貼
付
）、
資
格
等
の
写
し

■
応
募
期
限

１
／
19
（月）

（
郵
送
可
・
当
日
消
印
有
効
）

■
採
用
年
月
日

平
成
21
年
４
／
１

ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集

文
部
科
学
省
所
管
（財）
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、「
ち
び
っ
こ
探

険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
期
間

３
／
27
（金）
〜
４
／
２
（木）

（
６
泊
７
日
）

■
場
所
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

■
内
容
　
海
水
浴
、
イ
カ
ダ
作
り
＆

イ
カ
ダ
こ
ぎ
、ハ
ー
レ
ー
船
大
会
、

さ
と
う
き
び
刈
り
＆
絞
り
、
洞
窟

探
検
な
ど

■
対
象

小
学
２
年
生
〜
６
年
生

■
定
員

350
人
（
先
着
順
・
外
国
人

小
学
生
も
含
む
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

入
学
生
・
受
講
者
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制

高
等
学
校
普
通
科
お
よ
び
生
涯
学
習

通
信
講
座
の
学
生
・
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。
無
料
の
案
内
書
・
願
書
を

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

広
域
通
信
制
高
等
学
校
普
通
科

■
概
要
　
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学

可
能
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
の
放
送
を
利
用
し
た
特
色
の
あ

る
教
育
課
程
で
、
３
年
間
で
高
校

卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。
登

校
は
月
に
１
〜
２
回

■
履
修
年
数
　
３
年（
転
編
入
あ
り
）

■
募
集
対
象

中
学
校
を
卒
業
ま
た
は
平
成
21
年

３
月
に
卒
業
見
込
の
人
。
高
等
学

校
中
退
者
他

■
出
願
・
申
込
受
付

２
／
１
（日）
〜
４
／
20
（月）
（
必
着
）

生
涯
学
習
通
信
講
座

■
講
座
内
容
　
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、

書
道
、
ペ
ン
字
、
写
経
、
水
彩
画
、

絵
手
紙
、
写
真
、
自
分
史
、
古
文

書
、
漢
方
薬
膳
、
ハ
ー
ブ
、
折
り

紙
、
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
、
セ
ル

フ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
簿
記
な
ど

■
受
講
期
間
　
３
ヵ
月
〜
１
年

（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
募
集
対
象

一
般

■
受
講
申
込
　
年
中
受
付

■
案
内
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ

〒
186
‐
8001
東
京
都
国
立
市

富
士
見
台
２
‐
36
‐
２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
広
報
部

TEL
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

FAX
０
４
２
‐
５
７
４
‐
１
０
０
６

h
ttp
://w

w
w
.n
-g
a
ku
.jp

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

・
児
童
指
導
員
・
保
育
士

〒
759
‐
4101
長
門
市
東
深
川
1321
‐
１

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課

TEL
22
‐
８
２
９
４

・
臨
時
保
育
士

〒
759
‐
4211
長
門
市
俵
山
4827
‐
１

児
童
養
護
施
設
俵
山
湯
の
家

TEL
29
‐
０
８
３
７

「
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
サ
ン
ク

ス
ま
つ
り
」
参
加
者
募
集

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
は
、
開
館
９

周
年
を
記
念
し
て
「
サ
ン
ク
ス
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
屋
台
や
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
全
体
が
ま
つ
り
一

色
に
染
ま
り
ま
す
。

ま
つ
り
開
催
に
あ
た
り
次
の
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時

３
／
１
（日）９：

30
〜
16：

00

■
場
所

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
劇
場
、

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ア
リ
ー

ナ
ほ
か

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
参
加
条
件

プ
ロ
・
露
天
商
を
除

く
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

■
会
場
　
ロ
ビ
ー
（
１
団
体
１
区

画
・
2.2
ｍ
×
2.2
ｍ
程
度
）

■
出
店
料
　
無
料
。
先
着
50
団
体

雛
人
形
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

ご
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
雛
人
形

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
雛

人
形
は
２
月
14
日
〜
３
月
８
日
ま

で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
し
ま
す

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

■
定
員

50
名
（
先
着
順
）

■
参
加
料
　
無
料

■
内
容
　
講
義
・
実
技
指
導

■
そ
の
他

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

を
持
参
く
だ
さ
い

※
運
動
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
販
売
も
予

定
し
て
い
ま
す

お
食
事
テ
ン
ト
村

■
出
店
対
象

飲
食
店

※
プ
ロ
・
露
天
商
を
除
く

■
会
場

ア
リ
ー
ナ
横
（
屋
外
）

■
出
店
料
　
無
料
。
先
着
10
団
体

■
そ
の
他
　
１
団
体
１
区
画
（
3.6

ｍ
×
3.6
ｍ
程
度
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

■
時
間
帯

９：

30
〜
11：

30

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料
　
無
料

■
そ
の
他

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

を
持
参
く
だ
さ
い

※
当
日
は
通
常
利
用
も
で
き
ま
す

キ
ッ
ズ
イ
ン
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

■
参
加
資
格

小
学
生
（
４
年
生
以
上
）

■
競
技
種
目
　
綱
引
き
、８
人
９
脚
、

な
わ
と
び
な
ど

■
参
加
料
　
無
料

■
そ
の
他
　
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副

賞
、
参
加
賞
あ
り

共
通
事
項

■
申
込
方
法

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
窓

口
で
申
し
込
む
（
電
話
可
）

■
申
込
期
限
　
２
／
14
（土）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ル
ネ
ッ
サ
な
が
とTEL

26
‐
６
０
０
１

観
光
汽
船
海
上
交
通

安
全
祈
願
祭
乗
船
客
募
集

青
海
島
観
光
汽
船
で
は
、
今
年
も

海
上
交
通
安
全
祈
願
祭
の
中
で
実
施

す
る
恒
例
の
観
光
船
パ
レ
ー
ド
の
乗

船
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時

２
／
22
（日）

10：

30
〜

■
場
所

青
海
島
観
光
汽
船
（株）

■
パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス

深
川
湾
内
花
津
浦
ま
で（
約
40
分
）

■
定
員

ペ
ア
50
組
（
100
人
）

■
乗
船
料

無
料

■
応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
（
で
き
れ
ば
携
帯
電
話
）
と

同
伴
者
の
氏
名
・
年
齢
お
よ
び
募

集
情
報
を
知
っ
た
情
報
誌
等
の
名

称
を
明
記
の
う
え
郵
送

■
申
込
期
限

２
／
12
（木）
（
必
着
）

■
決
定
通
知

抽
選
の
う
え
、
50
組

に
返
信
ハ
ガ
キ
で
通
知

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4106
長
門
市
仙
崎
4297
‐
２

青
海
島
観
光
汽
船
（株）
パ
レ
ー
ド
乗
船
係

TEL
26
‐
０
８
３
４

平
成
21
年

古
文
書
講
座
受
講
生
募
集

山
口
県
文
書
館
で
は
、
県
民
の
皆

さ
ん
に
古
文
書
を
読
み
解
く
た
め
の

基
礎
的
な
知
識
を
習
得
し
、
歴
史
資

料
保
存
の
大
切
さ
と
山
口
県
の
歴

史
・
文
化
に
つ
い
て
の
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
古
文
書
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

古
文
書
入
門
講
座
（
初
級
）

■
期
間
　
４
月
か
ら
平
成
22
年
３
月

ま
で
の
毎
月
第
４
土
曜
日
（
全
12

回
）
14：

00
〜
16：

00

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
で
、
古
文

書
の
基
礎
的
な
知
識
の
習
得
を
目

指
し
、
全
講
座
（
12
回
）
が
受
講

可
能
な
人

古
文
書
専
修
講
座
（
中
・
上
級
）

■
期
間
　
４
月
か
ら
平
成
22
年
３
月

ま
で
の
毎
月
第
２
土
曜
日
（
全
12

回
）
14：

00
〜
16：

00

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
で
、
古
文

書
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
し
て

い
て
、
全
講
座
（
12
回
）
が
受
講

可
能
な
人

共
通
事
項

■
会
場
　
県
立
山
口
図
書
館
研
修
室

■
応
募
方
法

①
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

古
文
書
講
座
（
当
館
以
外
の
講
座

も
含
む
）
の
受
講
経
験
の
有
無
を

記
入
し
、
申
し
込
む

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み

県
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
む

■
応
募
締
切

２
／
28
（土）

※
ハ
ガ
キ
は
当
日
消
印
有
効
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
17：

00
ま
で

■
定
員

各
30
名
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料

無
料

■
そ
の
他

入
門
講
座
と
専
修
講
座

を
同
時
に
申
し
込
む
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0083
山
口
市
後
河
原
150
‐
１

山
口
県
文
書
館
「
古
文
書
入
門

（
ま
た
は
専
修
）
講
座
」
係

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
２
１
１
６

h
ttp
://ym

o
n
jo
.ysn

2
1
.jp
/

■
出
発
地
・
参
加
費

全
国
各
地
に
出
発
地
が
あ
り
、
参

加
費
は
出
発
地
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い

（例）
福
岡
空
港
発：

11
万
１
千
円

■
申
込
締
切
　
３
／
６
（金）

■
説
明
会
　
２
月
に
全
国
９
ヵ
所
で

実
施
し
ま
す
。
日
時
・
場
所
等
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

〒
160
‐
0004
東
京
都
新
宿
区
四
谷

２
‐
11

大
村
ビ
ル
３
階
　

（財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

TEL
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

FAX
０
３
‐
３
３
５
４
‐
２
２
０
７

Ｅ
メ
ー
ル
　in

fo
@
kskk.o

r.jp
h
ttp
://w

w
w
.kskk.o

r.jp

骨
髄
ド
ナ
ー
集
団
登
録
会

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
開
催
に
併
せ
て
骨
髄
ド
ナ
ー

の
集
団
登
録
会
を
開
催
し
ま
す
。

骨
髄
移
植
は
、
白
血
病
や
再
生
不

良
貧
血
な
ど
の
病
気
に
よ
り
、
正
常

な
造
血
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
患
者

さ
ん
に
、
健
康
な
人
の
骨
髄
液
を
移

植
す
る
こ
と
に
よ
り
、
造
血
機
能
を

回
復
さ
せ
る
治
療
法
で
す
。

日
本
で
骨
髄
移
植
を
必
要
と
す
る

患
者
さ
ん
は
、
毎
年
少
な
く
と
も
２

千
人
以
上
で
、
ド
ナ
ー
候
補
者
が
見

つ
か
ら
な
い
患
者
さ
ん
が
、
約
２
割

に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救

う
た
め
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
１
／
25
（日）

■
場
所
・
時
間
　

ウ
ェ
ー
ブ
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

10：

00
〜
12：

00

13：

15
〜
16：

00

■
ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
人

・
年
齢
が
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
健

康
な
人

・
体
重
が
、
男
性
45
㎏
、
女
性
40
㎏

以
上
の
人

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
理
解
し

て
い
る
人

・
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
家
族
の
同

意
を
得
て
い
る
人

■
そ
の
他

・
受
付
か
ら
登
録
ま
で
20
分
程
度
か

か
り
ま
す
（
ビ
デ
オ
上
映
時
間
を

含
む
）

・
２
cc
の
採
血
が
あ
り
ま
す

・
当
日
受
付
も
可
能
で
す
が
、
検
査

の
都
合
上
、
事
前
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
課
地
域
保
健
班

TEL
22
‐
２
８
１
１



裁
判
員
制
度

施
行
元
年
を
迎
え
て

‐
裁
判
員
の
役
割
に
つ
い
て
‐

い
よ
い
よ
今
年
の
５
月
21
日
か

ら
、
裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

「
裁
判
員
っ
て
何
す
る
ん
だ
ろ
う
…
」

と
思
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
「
裁
判
員
の
役
割
」
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

①
法
廷
で
の
審
理
に
立
ち
会
う
こ
と

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判
官

と
一
緒
に
、
刑
事
裁
判
の
法
廷
に
立

ち
会
い
ま
す
。
法
廷
で
は
、
証
人
や

被
告
人
に
対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
し
、
裁
判
員
か
ら
証
人
等
に

質
問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た
物

や
書
類
も
取
り
調
べ
ま
す
。

②
評
議
・
評
決
を
行
う
こ
と

証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
後
、
被
告

人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ
と
し

海
技
免
許
の
更
新
講
習

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
海
技
免
許
の
更
新
講
習

を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
１
／
25
（日）

受
付
９：

30
〜
講
習
10：

00
〜

■
場
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
持
参
す
る
も
の

海
技
免
許
、
写
真
２
枚
（
縦
4.5

㎝
×
横
3.5
㎝
・
パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ

ズ
・
ス
ピ
ー
ド
写
真
可
）、
本
籍

地
記
載
の
住
民
票
１
通
（
旧
免
許

証
の
人
お
よ
び
住
所
変
更
の
あ
る

人
の
み
）

た
ら
ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き
か
を
、

裁
判
官
と
一
緒
に
議
論
し
（
評
議
）、

決
定
（
評
決
）
し
ま
す
。
議
論
を
尽

く
し
て
も
、
全
員
の
意
見
が
一
致
し

な
い
場
合
、
評
決
は
多
数
決
に
よ
り

行
わ
れ
ま
す
。
有
罪
か
無
罪
か
、
有

罪
の
場
合
に
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る

か
に
つ
い
て
の
裁
判
員
の
意
見
は
、

裁
判
官
と
同
じ
重
み
を
持
ち
ま
す
。

③
判
決
の
宣
告
に
立
ち
会
う
こ
と

判
決
の
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷

で
判
決
の
宣
告
が
さ
れ
ま
す
。
裁
判

員
は
、
判
決
の
宣
告
に
立
ち
会
い
、

裁
判
員
と
し
て
の
仕
事
を
終
え
ま
す
。

※
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
情
報

は
、
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

長
門
簡
易
裁
判
所

TEL
22
‐
２
７
０
８

（
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

h
ttp
://w

w
w
.sa
ib
a
n
in
.

c
o
u
rts.g

o
.jp

長
門
市
民
駅
伝
大
会

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

恒
例
の
「
長
門
市
民
駅
伝
大
会
」
が

１
月
25
日
（日）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

例
年
、
応
援
者
等
の
車
で
道
路
が

渋
滞
し
、
選
手
の
走
路
妨
害
と
と
も

に
交
通
事
故
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
駅
伝
コ
ー
ス
に
あ
た
る

道
路
で
は
、
選
手
が
通
過
す
る
ま
で

の
間
、
車
両
等
の
通
行
を
制
限
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
警
備
役
員

等
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
、
選
手
の
通
過
予
定
時
間

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
大
会

が
安
全
に
進
行
で
き
る
よ
う
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

長
門
市
体
育
協
会

TEL
22
‐
３
５
４
０

緊
急
求
人
確
保
に
つ
い
て

派
遣
労
働
者
や
期
間
工
等
非
正
規

労
働
者
を
中
心
に
大
量
離
職
の
発
生

や
事
業
主
都
合
に
よ
る
離
職
者
の
増

大
、
新
規
学
卒
者
の
採
用
内
定
取
消

な
ど
、
雇
用
失
業
情
勢
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。

求
人
募
集
の
計
画
の
あ
る
事
業
主

の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
の
求
人
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
７
１
４

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

12
月
24
日
、
全
国
大
会
に
出
場
す

る
選
手
の
激
励
会
が
市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
出
場
者
・
大
会
名
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）▲ 末永拓磨さん

●
第
14
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
・
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
／
１
月
２
、

４
日
／
大
阪
府
東
大
阪
市
・
近
鉄
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場

中
国
ス
ク
ー
ル
選
抜
チ
ー
ム

末
永
　
拓
磨
（
菱
海
中
学
校
３
年
）

１月は
市県民税
の納期月です。

２月２日（月）が納期限になっ
ていますので、早めに納付をお
願いします。また、２月２日が
口座振替日になっていますの
で、残高確認をお願いします。

り
ま
す

■
申
込
方
法

県
立
山
口
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
電
子
申
込
ま
た
は
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
来
館
に
て
名
前
・
電
話
番

号
・
相
談
種
別
・
希
望
相
談
時
刻

を
明
記
の
う
え
申
し
込
む

※
相
談
種
別

・
制
度
・
手
続
き
に
関
す
る
質
問

・
個
別
案
件
に
つ
い
て
の
相
談
（
初
回
）

・
個
別
案
件
に
つ
い
て
の
相
談
（
再
訪
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0083
山
口
市
後
河
原
150
‐
１

山
口
県
立
山
口
図
書
館企

画
振
興
課

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
２
１
１
１

FAX
０
８
３
‐
９
３
２
‐
２
８
１
７

h
ttp
://lib

ra
ry.p
re
f.

ya
m
a
g
u
c
h
i.lg
.jp
/

発
明
＆
特
許
の

土
曜
相
談
会
in
図
書
館

県
立
山
口
図
書
館
で
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、

一
般
利
用
者
向
け
の
発
明
と
特
許
に

関
す
る
相
談
会
「
発
明
＆
特
許
の
無

料
相
談
会
in
図
書
館
」
を
、
月
２
回

第
２
・
４
火
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
平
日
に
来
ら
れ
な
い
人
に
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
発
明
・
特

許
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
つ
ぎ
の

と
お
り
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

２
／
14
（土）10：

00
〜
12：

00

13：

00
〜
16：

00

■
場
所

県
立
山
口
図
書
館
第
２
研
修
室

■
内
容
　
発
明
・
特
許
に
関
す
る
個

別
相
談
会

■
相
談
員

（社）
発
明
協
会
山
口
県
支
部
所
属
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
１
名
）

■
対
象

権
利
を
取
得
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
権
利
が
取
得
可

能
か
わ
か
ら
な
い
人
、
ア
イ
デ
ア

は
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
権

利
化
が
で
き
る
か
を
知
り
た
い

人
、
特
許
等
の
出
願
手
続
が
わ
か

ら
な
い
人
な
ど

■
相
談
料
　
無
料

■
定
員
　
５
名
程
度

※
申
込
先
着
順
。
申
込
み
が
多
い
場

合
は
時
間
を
調
整
す
る
場
合
が
あ

■
費
用

小
型
免
許
更
新
講
習８

、
１
０
０
円

小
型
免
許
失
効
再
交
付
講
習

１
３
、
９
９
０
円

※
大
型
（
海
技
士

航
海
・
機
関
）
受

有
者
は
事
前
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
‐
２
６
６
‐
４
０
２
９

h
ttp
://ka

n
m
o
n
-k.jp

国
民
年
金
基
金
加
入
相
談
会

山
口
県
国
民
年
金
基
金
で
は
、
国

民
年
金
基
金
加
入
に
つ
い
て
の
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

制
度
内
容
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
ご

相
談
や
ご
質
問
に
職
員
が
個
別
に
お

答
え
し
ま
す
。

■
日
時
　
２
／
３
（火）10：

00
〜
15：

00

■
場
所
　

長
門
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

■
対
象

60
歳
ま
で
の
国
民
年
金
に
加
入
中

の
人

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
国
民
年
金
基
金

健
康
増
進
課
地
域
保
健
班

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
７
１
０
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

TEL
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

広告枠 広告枠



ナイン・ストーリー
ズ・オブ・ゲンジ

松浦理英子／著
新潮社／出版

紫式部が源氏物語を
執筆してから、１０００

年目に当る２００８年に、現代の人気作家
が織りなすもう一つの源氏物語。
江國香織の夕顔、角田光代の若紫…新
たな源氏物語の魅力に加え、それぞれの
作家の個性を堪能できる１冊。

ら
、
神
社
の
境
内
に
植
え
る
こ
と
が
多
い
と

い
わ
れ
る
。
幹
廻
り
は
3.5
〜
２
メ
ー
ト
ル
も

あ
ろ
う
か
と
い
う
巨
木
ぞ
ろ
い
で
あ
る
が
、

な
ぜ
か
幼
木
は
見
当
た
ら
な
い
。
周
囲
に
は

椎し
い

の
木
、
樫か

し

、
銀
杏

い
ち
ょ
う

、
椋む

く

ノ
木
な
ど
多
く
の

常
緑
・
落
葉
樹
な
ど
で
こ
ん
も
り
と
し
た
森

と
な
っ
て
お
り
、
眼
下
に
は
油
谷
湾
を
望
み

日
受
け
も
よ
く
、
さ
な
が
ら
「
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

の
森
」
を

呈
し
て
い
る
。

角
山
地
区
は
良
質
な
米
ど
こ
ろ
で
知
ら
れ

て
い
る
が
常
習
干
ば
つ
地
帯
で
も
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
古
来
「
平
川
内
と
い
う
所
に

御
手
水
川

お
ち
ょ
う
ず
が
わ

と
い
う
至
っ
て
清
浄
の
霊
水
在

れ
い
す
い
あ
り

、

い
か
な
る
旱
魃

か
ん
ば
つ

に
も
尽
き
る
こ
と
な
く
、
御

社
用
の
余

あ
ま
り

は
人
民
を
助
け
田
地
末
広
く
潤

う
る
お

し
、
不
思
議
の
神
泉
に
て
御
座
候
」（
風
土
注

進
案
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
御
手
水
川

の
源
こ
そ
日
吉
神
社
の
御
用
水
源
で
あ
り
、

里
に
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
日
時
　
３
／
８
（日）

13：

00
〜
（
予
定
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
２
／
15
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
（
展
示
室
）

●

日
時
　
２
／
14
（土）

15：

00
〜

紙
芝
居
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
２
／
７
・
21
（土）

15：

00
〜

絵
本
を
楽
し
む
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
２
／
19
（木）

10：

30
〜

お
は
な
し
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
２
／
28
（土）

15：

00
〜

と
し
ょ
か
ん
た
ま
ご
の
会
（
展
示
室
）

●

資
料
点
検
の
た
め
中
止
し
ま
す

長
門
読
書
会
（
研
修
室
）

●

日
時
　
２
／
28
（土）

13：

30
〜

よ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
（
ゆ
や
分
館
）

●

日
時
　
２
／
14
・
28
（土）

15：

00
〜

新
着
案
内
（
本
館
／
一
部
）

「
モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス
」
伊
坂
幸
太
郎
、「
聖
女
の

●
２
月
11
日
(水)
は
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す

２
月
11
日
（水）
は
建
国
記
念
日
で
祝
日
と
な
り

ま
す
が
、
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間

本
館
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

分
館
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
資
料
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す

資
料
点
検
の
た
め
、
本
館
は
２
月
23
日
（月）
か

ら
２
月
27
日
（金）
ま
で
、
分
館
は
２
月
16
日
（月）
か

ら
２
月
20
日
（金）
ま
で
休
館
し
ま
す
。

こ
の
期
間
中
は
、
図
書
館
業
務
を
す
べ
て
停

止
い
た
し
ま
す
の
で
、
電
話
等
に
よ
る
資
料
の

お
問
い
合
わ
せ
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
料
点
検
に
伴
い
移
動
図
書
館
車
の
運
行
日

程
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ご
確
認
の
上
ご
利

用
下
さ
い
。

●
み
す
ゞ
ト
ー
ク
in
な
が
と
開
催
予
告

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
、
み
す
ゞ
記
念
館
と
の

共
催
事
業
「
み
す
ゞ
ト
ー
ク
in
な
が
と
」
を
開

催
し
ま
す
。

２／７（土）13：30～
「やったぜ！

なっとうボーイ⑤」
（20分）

油
谷
角
山
の
中
腹
に
日
吉
神
社
が
あ
る
。

こ
の
神
社
は
滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る
日
吉
大

社
を
総
本
社
と
し
て
お
り
、
主
祭
神
は
大
山

お
お
や
ま

咋
神

く
い
の
か
み

で
配
祀
神
は
大
物

お
お
も
の

主
神

ぬ
し
の
か
み

・
宇
迦
魂
神

う
か
の
み
た
ま
の
か
み

で

あ
る
。
沿
革
に
よ
れ
ば
、
往
古

お

う

こ

、
後
畑
村
青

村
の
磯
の
壁
返

か
べ
か
え
し

に
鎮
座
と
伝
え
、
山
王
大
権

さ
ん
お
う
だ
い
ご
ん

現げ
ん

と
称
し
た
。
後
年
、
現
在
地
に
奉
還

ほ
う
か
ん

し
、

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
現
在
の
社
号
に
改

称
さ
れ
た
。
山
王
大
権
現
は
文
字
ど
お
り
山

の
主
の
意
で
あ
り
、
天
台
宗
と
の
神
仏
習
合

し
ゅ
う
ご
う

と
し
て
見
受
け
ら
れ
、
庶
民
か
ら
篤あ

つ

い
崇
敬

す
う
け
い

を
受
け
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
、
境
内
神
社
と
し
て
奥
深
い
所
に
八

幡
宮
が
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。
日
吉
神
社
（
山

王
大
権
現
）
や
八
幡
宮
に
し
て
も
、
い
つ
頃

勧
請

か
ん
じ
ょ
う

さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
例
祭

は
十
一
月
二
日
と
し
五
穀

ご

こ

く

成
就

じ
ょ
う
じ
ゅ

虫
除

む
し
よ
け

の
祈
願

が
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
境
内
周
辺
に
県
指
定

天
然
記
念
物
「
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
」
巨
樹
群
が
あ

る
。
日
本
海
沿
岸
自
生
北
限
地
と
し
て
の
指

定
で
あ
る
。

小
賀
玉

お

が

た

ま

の
木
は
モ
ク
レ
ン
科
の
常
緑
高
木

で
温
暖
地
に
自
生
し
、
葉
は
長
楕
円
形
で
厚

く
光
沢
が
あ
る
。
春
先
に
な
る
と
葉
の
付
け

根
に
白
い
花
を
つ
け
芳
香
を
放
つ
こ
と
か

オ
ガ
タ
マ
ノ
キ巨

樹
群

日吉神社（油谷木吹）

救
済
」
東
野
圭
吾
、「
イ
ノ
セ
ン
ト
・
ゲ
リ
ラ
の

祝
祭
」
海
堂
尊
、「
レ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
対
決
」

ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
パ
ー
カ
ー
、「
Ｃ
Ｉ
Ａ
秘
録

（
上
・
下
）」
テ
ィ
ム
・
ワ
イ
ナ
ー

ほ
か

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
参
謀
力
」
童
門
冬
二
、「
紅
茶
の
教
科
書
」
磯

淵
猛
、「
み
の
た
け
の
春
」
志
水
辰
夫
、「
宇
宙
を

孕
む
風
」
片
山
恭
一
、「
元
職
員
」
吉
田
修
一
ほ
か

海
の
事
故
か
ら
命
を
守
る
！

日吉神社

オガタマノキ

海
難
救
助
は
一
刻
を
争
い
ま
す
。
救
助
の
遅
れ

に
よ
り
大
切
な
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

海
難
の
早
期
発
見
・
迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め

に
、
海
に
出
掛
け
ら
れ
る
と
き
は
携
帯
電
話
等
の

連
絡
手
段
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
携
帯
電
話
の
電
池
容
量
の
確
認

（
電
池
の
充
電
と
予
備
電
池
の
準
備
）

●
携
帯
電
話
の
防
水
措
置

（
防
水
パ
ッ
ク
等
の
活
用
）

●
１
１
８
番（
海
上
保
安
庁
）へ
の
通
報

し
つ
こ
く
勧
誘
す
る
訪
問
販
売
や
電
話
勧

誘
販
売
を
断
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で

し
ょ
う
か
。

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
で
し
つ

こ
く
勧
誘
し
て
く
る
場
合
は
、
は
っ
き
り

手
短
に
断
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
や

訪
問
に
よ
る
勧
誘
に
対
し
て
い
ち
い
ち
断
る
理

由
を
言
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
に
よ
っ

て
は
ど
ん
な
理
由
を
つ
け
て
も
し
つ
こ
く
勧
誘

し
て
き
ま
す
。
長
い
会
話
は
、
逆
に
悪
質
業
者
の

巧
み
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
の
せ
ら
れ
、
家
族
構

成
な
ど
つ
い
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ

り
ま
す
。
い
ら
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り

「
い
り
ま
せ
ん
」
と
断
り
ま
し
ょ
う
。「
い
い
で
す
」

「
結
構
で
す
」
と
い
う
あ
い
ま
い
な
言
葉
は
、
承

諾
と
い
う
意
味
に
取
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
契
約

は
、原
則
口
頭
で
も
成
立
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

「
い
り
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り
言
い
ま
し
ょ
う
。

訪
問
販
売
の
場
合
、
話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
断

り
に
く
く
な
る
の
で
、
は
っ
き
り
「
帰
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
言
い
ま
し
ょ
う
。
電
話
勧
誘
の
場
合
は

手
短
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
事
業
者
に
勧
め
ら
れ
て
も

そ
の
場
で
す
ぐ
契
約
を
結
ば
ず
、
本
当
に
必
要
な

も
の
か
、
価
格
が
適
正
か
を
確
認
し
た
う
え
で

慎
重
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ Ｑ

しつこい勧誘の断り方しつこい勧誘の断り方

２／28（土）13：30～
「スプーンおばさん⑨」

（60分）



平
成
21
年
長
門
市
成
人
式

新
た
な
門
出
を
祝
福

１
月
３
日
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
成
人

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
華
や
か
な
晴
れ
着

や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
の
皆
さ

ん
が
、
同
級
生
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

喜
び
写
真
を
撮
り
合
う
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

（
６
・
７
ペ
ー
ジ
に
特
集
記
事
）
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